
連載 護蹄管理の重要性 第２回
『蹄病の分類と特徴』

神奈川県農業共済組合 家畜診療所 伊 藤 昌 範

蹄病の分類

私の住んでいる神奈川県では、２月末から

暖かい日と寒い日が繰り返されるようになっ

てきました。もうすぐ春が訪れるサインで

す。気温の変動が激しいと、人も牛も体調を

崩しやすくなります。子牛の風邪や、乳牛の

第四胃変位が多くなる季節ですので気をつけ

ましょう。

今回は、さまざまある蹄の病気について、

発生する部位などの違いで大きく分類すると

ともに、分類ごとの紹介をしていきたいと思

います。

前回説明した、牛の蹄の構造と機能を維持

するためには、蹄病の早期発見・早期治療が

重要です。どの部分にどのような疾患が起こ

りやすいかを頭に入れて、日ごろの飼養管理

を行いましょう。

蹄病を分類すると、「蹄角質疾患」「趾皮膚

疾患」「その他」に分けることができます（図

１）。
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（図１）蹄病の分類
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（写真１）蹄底潰瘍

蹄角質疾患とは、蹄角質（蹄の硬い部分）

に起こる病気で、「蹄底潰瘍」「白帯病」「蹄

球びらん」「裂蹄」が含まれます。

趾皮膚疾患とは、趾間（外蹄と内蹄の間）

や蹄周辺の皮膚の病気で、「趾皮膚炎」「趾間

皮膚炎」「趾間フレグモーネ」「趾間過形成」

が含まれます。

また、その他には、突発的なケガで発生す

る「外傷性蹄皮炎」や「蹄骨骨折」、蹄内部

から起きる炎症の「急性蹄葉炎」や「潜在性

蹄葉炎（蹄角質形成不全）」、いろいろな蹄病

による細菌感染から重症化した「蹄深部感染

症」が含まれます。

では、それぞれの蹄病についてくわしく説

明していきます。

蹄底潰瘍

「蹄底潰瘍」は、乳牛の後肢外蹄に最も多

く発生し、前肢にみられる場合は内蹄に多く

発生します。削蹄を定期的に実施しないと、

蹄尖（蹄の先端）が伸びすぎて厚くなり、蹄

底蹄球接合部（蹄底の踵側）の内部（真皮）

が、蹄骨の後端と地面からの圧力で圧迫され

（図２）、蹄底の角質に円形の欠損部分（蹄

角質が形成されなくなる部分）ができます。

そこに真皮の肉が突出して潰瘍化すると、痛

みが強くなります（写真１）。

また、暑熱ストレスや、濃厚飼料に偏った

飼料給与、濃厚飼料の早すぎる増給スピー

ド、TMRの「選び食い」や「スラグフィー

ディング（一気食い）」などが原因の潜在性

ルーメンアシドーシスは、蹄角質の形成を悪

くし、蹄内部から蹄底潰瘍になりやすい状態

にします。また、フリーストールやフリー

バーンなど、牛が自由に歩き回れるフリータ

イプの牛舎では、ミルキングパーラーの待機

場や連動スタンチョンによる拘束で長時間コ

ンクリート上に起立させていることも、蹄底

潰瘍の原因になっています。

蹄底潰瘍が蹄尖部や後肢内蹄にある場合

や、潰瘍の突出が著しい場合は、特に痛みが

強くなり重症化しやすいので、治療時には健

注）牛のフットケアと削蹄より転載

（図２）蹄底蹄球接合部
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（写真２）蹄ブロックの使用

（写真３）蹄底潰瘍を繰り返した牛の蹄骨

（写真４）白帯病（潰瘍）蹄ブロック装着

康な方の蹄に蹄ブロック（牛のゲタ）を装着

します（写真２）。フリー牛舎では歩くこと

がとても重要なことから、私たちは積極的に

蹄ブロックを装着しています。

蹄底潰瘍に長期間患っていた牛の蹄骨は、

骨増生（骨の表面で炎症が長く起こり、骨が

異常な発育をしてしまうこと）により、外蹄

の蹄骨が凸凹になっています（写真３）。こ

のようになってしまうと蹄底潰瘍を繰り返し

てしまいます。

白帯病

「白帯病」は、白帯の角質が崩壊あるいは

離解して、その部分に泥やふん尿が詰まり、

深部に膿瘍や潰瘍ができたものです（写真

４）。蹄底潰瘍と同様に、後肢外蹄に多く発

生し、蹄尖に発生すると痛みが強くなりま

す。病変部に膿が溜まると激しい痛みを示

し、蹄冠部（蹄の生え際）から排膿や出血が

認められることがあります。蹄底潰瘍と同様

に、痛みが強い場合は、健康蹄に蹄ブロック

を装着します。

伸び過ぎた蹄、暑熱ストレス、潜在性ルー

メンアシドーシスは、白帯病の原因になりま

す。特にフリー牛舎では、ミルキングパー

ラーまで移動するなかで、比較的曲がり角が

多いことや、滑り止めの溝が鋭角すぎる場合

も白帯病の原因になります。

蹄球びらん

「蹄球びらん」は、蹄球に多数の裂溝が形

成され、蹄球角質が不規則に失われた状態で
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す（写真５）。蹄球びらん単独での疼痛は少

ないのですが、細菌感染による炎症などで悪

臭が強くなる場合は疼痛も強まります。やは

り、後肢に多く発生し、常にふん尿が蹄球に

付着していることが原因となります。

裂蹄

「裂蹄」は、文字通り蹄壁の一部が割れて

分裂したものです。蹄冠に平行に割れが発生

した場合は水平裂蹄または横裂蹄と呼び、蹄

壁の成長方向に発生した場合は縦裂蹄と呼ば

れます。裂蹄が真皮に達すると痛みが強くな

り、潰瘍化することもあります（写真６）。

重症例では、健康蹄に蹄ブロックを装着しま

す。定期的な削蹄の未実施による長過ぎる蹄

尖、蹄の過度な乾燥が裂蹄の原因になりま

す。

趾皮膚炎

「趾皮膚炎（DD）」は、通称「ヒゲイボ」

と呼ばれており、伝染力が強くトレポネーマ

様らせん菌の関与が疑われています。趾間や

掌側皮膚に、イチゴ状（写真７）や乳頭腫状

（写真８）の病変を形成し、病変部に触ると

重度の疼痛を示し、跛行を呈します。乳牛の

後肢での発生が多く、伝染力が強いため、導

入牛や預託帰り牛が飼育牛群に持ち込むと、

蔓延してしまいます。

タイストール（つなぎ飼い）牛舎では、牛

床がふん尿で汚れていると発症・伝染しやす

くなるので、できるだけ敷料を使用し、清潔

と乾燥を保つ必要があります。また、フリー

牛舎では特に蔓延しやすいことから、除ふん

をしっかり行うこと、蹄浴やパーラー内での

蹄の洗浄が予防になります。発症牛を見つけ

た場合は、蔓延を防ぐためにも早期発見・早

期治療が重要です。

趾間皮膚炎

「趾間皮膚炎」は、通称「またぐされ」と

呼ばれており、Dichelobacter nodosus を
主体とする細菌の感染による趾間皮膚の炎症

（写真５）蹄球びらん

（写真６）横裂蹄
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で、特徴的な悪臭があります（写真９）。

初期は趾間皮膚での軽い炎症で跛行を呈し

ませんが、真皮が露出してくると跛行を呈

し、慢性化すると炎症は蹄球角質に波及しま

す。

炎症と悪臭の強い蹄球びらんには、この細

菌が関与していると言われています。趾皮膚

炎と併発することも多く、牛床がふん尿で汚

れていると発症しやすくなるので、できるだ

け四肢の清潔と乾燥を保つ必要があります。

趾間フレグモーネ

「趾間フレグモーネ」も、通称「またぐさ

れ」と呼ばれており、趾間隙の拡大、蹄冠部

から球節の腫れ、趾間に疼痛を伴う深い亀裂

が特徴です（写真１０）。群飼いの肉牛やフリー

牛舎の乳牛で発生が多く、蹄冠の腫脹と疼痛

が強い場合は、抗生物質の全身投与が必要な

ため、速やかに獣医師の診察を受けてくださ

い。

（写真７）趾皮膚炎（DD） イチゴ状 （写真８）趾皮膚炎（DD） 乳頭腫状

趾間隙の拡大 蹄冠部から球節の腫脹

（写真１0）趾間フレグモーネ

（写真９）趾間皮膚炎
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い

ご活用ください

治療が遅れると重症化して起立不能になっ

てしまうので、早期発見・早期治療が重要です。

趾間過形成

「趾間過形成」は、趾間皮膚の増殖性反応

によってできる硬く隆起した無毛の塊です

（写真１１）。趾間皮膚の慢性的な刺激や炎症

が原因になります。過形成が大きい場合は跛

行を呈し、過形成に趾皮膚炎が併発すると疼

痛が強くなります。

今回は、蹄病の分類と、「蹄角質疾患」「趾

皮膚疾患」の紹介をしましたが、蹄病が発症

すると生産性が著しく低下します。早期発

見・早期治療がとても重要なので、ぜひ日ご

ろから牛たちの立ち方や歩き方をよく観察し

てください。

次回は、「その他」の蹄病と、乳牛と肉牛

の蹄病発生状況について紹介したいと思いま

す。

（筆者：神奈川県農業共済組合 家畜診療所長）

訂正：№３５１（２月２０日号）「連載 護蹄管理の重
要性 第１回」で、図４、５の転載について、「図
４「牛の跛行マニュアル」より転載」、「図５「畜
産会経営情報 №２５１ P１０」より転載」と訂正い
たします。

（写真１１）趾間過形成
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おらが故郷の経営自慢おらが故郷の経営自慢

地域の概要

株式会社オーケーコーポレーション（岡部

幹雄代表取締役）は、本社を群馬県のほぼ中

央にある北群馬郡榛東村に構え、渋川市に主

力となる赤城農場、吾妻郡中之条町に肥育の

大原農場と繁殖豚生産の伊参農場の３農場を

有し運営しています。

３農場とも標高７００mの高原に位置し、き

れいな空気と水があり、特に飲水は山からの

天然水が利用できる恵まれた環境にありま

す。

地域概況は、赤城農場のある渋川市は、こ

んにゃく、ピーマン、ほうれん草等の生産が

盛んなほか、畜産は同市の農業産出額（２５９

億円）の半分を占める１２５億９０００万円の産出

を上げ、畜種別では肉用牛９億６０００万円、乳

用牛９億８０００万円、養豚６１億３０００万円、養鶏４５

億２０００万円と養豚が重要な位置にあります。

農場のある赤城村には養豚団地もあります。

大原農場・伊参農場のある中之条町はこん

にゃくを基幹とした複合経営が主体で、畜産

産出額は１０億９０００万円。特に養豚経営は１５戸

で約５万２８００頭を飼養し規模拡大が進んでお

り、衛生管理を徹底した安全で良質な豚肉生

産が行われています。

経営・活動の推移

【合理性・安全性を追求、拡大化を図る】

養豚経営は、岡部幹雄さんの父が昭和３７年

「むりをしない」「むだをしない」
「むらをつくらない」養豚経営への挑戦

―群馬の中山間地域が育んだ「榛名ポーク」―

農林水産大臣賞／株式会社オーケーコーポレーション
（養豚経営・群馬県榛東村）

市 川 明 弘

（写真１）（右から）岡部幹雄社長、岡部康之副社長
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に子豚３００頭を導入し、肥育専門経営から始

めました。４４年には、赤城山麓に繁殖豚約

５００頭規模の一貫経営「赤城農場」を建設。

４７年には繁殖豚の改良増殖と安定供給を確立

するため、経営内で自家育成する「伊参農場」

を中之条町に建設。種豚１５０頭飼養規模の農

場としました。４９年には赤城農場で生産した

肥育豚の一部を飼養するため、５０００頭規模の

肥育農場「大原農場」を中之条町に建設し、

３農場全体で、繁殖豚２０００頭、肥育豚約２万

頭飼養規模の大規模一貫経営を完成していま

す。

昭和５２年に、幹雄さんが大学卒業と同時に

岡部養豚（現㈱オーケーコーポレーション）

に入社し経営の一翼を担いました。しかしそ

の後の畜産を取り巻く経済環境は厳しく、自

身の養豚経営も急速な規模拡大による借入金

によって大変苦しい状況となりました。そこ

で、幹雄さんは社長に就任すると、不採算部

門の直販部門を見直し、養豚部門だけに集中

して経営の立て直しを図りました。

平成６年には、赤城農場の旧式分娩舎を高

床式に改造、赤城農場の育成豚舎も新しく建

設して生産性の向上に努め、以降「むりをし

ない、むだをしない、むらをつくらない」経

営方針で無借金経営を行っています。１２年に

は、２１世紀に向けて発展するよう「株式会社

オーケーコーポレーション」と社名を変更。

１７年には、自社ブランドの「榛名ポーク」を

商標登録して販売にも力を入れています。

また、換気扇や分娩室の非常用電源装置を

備えるなどして緊急時にも対応できる体制も

整えています。

経営管理・生産技術の特色

【自然環境を利用したストレスのない飼養】

写真２は赤城農場の現在の写真です。１８００

頭の繁殖豚と１万３０００頭の肥育豚がきれいな

空気と天然水を利用して健康に飼われていま

す。飲水には湧水をポンプアップし利用して

年 次 作目構成 飼養頭（羽）数 飼料作付面積 経営・活動の内容
昭和３７年 養豚 子豚３００頭導入 無 父親が肥育専門の養豚経営開始

昭和４４年５月 養豚（一貫） 繁殖豚５００頭 ・赤城農場を建設。繁殖豚５００頭に規模拡大し、一貫経
営となる。会社を法人化

昭和４７年 〃 種豚１２１０頭 ・赤城農場で飼養する繁殖豚を生産するため伊参農場を
建設

昭和４９年 〃 肥育豚５０００頭 ・肥育農場として大原農場を建設。赤城農場で生産する
子豚の半数を大原農場で肥育

昭和５２年 〃 総頭数２万２０００頭 幹雄氏が大学卒業と同時に岡部養豚（現オーケーコーポ
レーション）に入社

平成元年 〃 総頭数２万２０００頭 幹雄氏（３５歳）が代表取締役に就任。経営的に採算の合
わない豚肉直販部門の経営を中止、養豚経営に集中する

平成６年 〃 総頭数２万２０００頭 赤城農場の分娩舎を高床式に改造
赤城農場の育成豚舎を増築

平成１３年 〃 総頭数２万２０００頭 株式会社オーケーコーポレーションへ社名変更
平成１７年 〃 総頭数２万２０００頭 自社産の豚肉「榛名ポーク」の商標登録
平成２９年 〃 総頭数２万２０００頭 現在に至る

（表１）経営・活動の推移

2019.3.20 No.352 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

８



います。他の２農場も同様に、きれいな空気

と、山からの天然水を利用できる恵まれた環

境にあり、ストレスなく豚を飼養していま

す。

また、大原農場には敷料としてのオガクズ

や堆肥を保管するための倉庫を８棟整備し、

キノコ菌床利用のオガクズを豊富に使用して

います。豚房では、敷料を敷き詰めたエリア

の片面はスノコやコンクリートにして、餌と

水を飲む場をきれいに維持する豚舎構造とし

ています。また、出荷間際には全面スノコで

飼養し、豚体をきれいに保っています。環境

面でも、ふん乾燥処理施設や堆肥舎、尿汚水

浄化処理施設などの機械施設を整備して、周

辺への環境負荷を軽減するための配慮がなさ

れています。

【飼育管理の工夫で収益性の向上】

３農場は相互に分業と連携を図り、より高

い収益向上に努めています。

繁殖母豚の年間平均分娩回数は２．３２回と高

い水準にあり、母豚１頭当たりの正常分娩子

豚頭数は１１．５頭、離乳子豚頭数は１０．７頭で哺

育育成率は９３％。

また、離乳から出荷までの事故率は６．５％

の水準にあり、母豚１頭当たり出荷頭数は

２２．７頭と安定した成績を収めています。

肉豚出荷日齢は１９０日で枝肉重量７４．３㎏、

上物格付け率は６５％と高い水準にあります。

【安全・安心・おいしい豚肉づくり】

消費者が安心して食べられるおいしい豚肉

作りを心掛け、特に肥育後期用の餌は、飼料

メーカーと検討を重ね独自に開発してもらっ

農場名 繁殖母豚 雄 豚 子 豚 肉 豚 合 計 作業員
１．赤城農場 １，８００ １５ ６，０００ ７，０００ １４，８１５ ２０
２．大原農場 ― ― ― ６，０００ ６，０００ ５
３．伊参農場 １５０ ３０ １，０００ ― １，１８０ ５

計 １，９５０ ４５ ７，０００ １３，０００ ２１，９９５ ３０

（表２）３農場の経営規模 （頭） （人）

（写真２）赤城農場
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た飼料を使っています。カロリーや油脂分の

高いトウモロコシは使用せず、デンプン質の

多いマイロやタピオカ、麦を主成分とし、ト

ウモロコシ配合よりやや高めの単価ですが、

ビタミン Eや肉のうまみ成分となるオレイ

ン酸が多く含まれ、甘みのある肉質となりま

す。

こうした努力が実り、「榛名ポーク」は地

元スーパーで広い売り場を確保して消費者に

提供され、美しい肉色や脂の甘み、きめ細や

かな食味が支持され、高い評価を得ているほ

か、地元榛東村の「ふるさと納税協力品」に

もなっています。

【労務管理、経営の計画性と経営改善成果】

役員構成は社長の幹雄さん、副社長で実弟

の康之さん、それぞれの妻の４人です。社長

の娘の夫がほかの養豚農場で研修中で、１年

後には経営に参画予定です。副社長の息子２

人も従業員として経営に参画しています。ま

た、康之副社長は群馬県養豚協会の会長で、

日本養豚協会の群馬県理事としても活躍して

います。

従業員の業務は、担当制に分担するなどし

て作業の効率化に工夫が凝らされています。

特に従業員の多い赤城農場では、従業員を①

交配、②分娩、③肥育、④堆肥の４チームに

分け、チームリーダーの下に飼養管理を行う

ほか、担当業務を数年ごとに交代して、どの

業務にもつけるようにしています。

また、管理獣医師が各農場を定期的に訪

れ、月に１回開催している従業員のミーティ

ングで飼養管理等の指導を行っています。

赤城農場で飼養する繁殖母豚は、伊参農場

から優秀な母豚を選別して供給できる体制に

あり、農場間の人や物の出入りについても厳

しい制限を設けて、衛生対策には十分な管理

が行われています。

平均分娩率は９０％程度と高く、年間総出荷

頭数は約４万４０００頭。繁殖母豚１頭当たりで

は２３頭、出荷豚１頭当たりの純利益は９２８３円

と高い収益性を実現しています。

また肉豚の販売のほか、子豚の出荷や堆肥

の売上げがあります。

経営収支は日ごろから記帳し、現状の経理

経
営
の
概
要

労働力員数
（畜産・２０００hr 換算）

家族構成員 １．１人
従業員 ２７．５人

種雌豚平均飼養頭数 １，９３０．０頭
肥育豚平均飼養頭数 １２，５８２頭
年間子豚出荷頭数 １７０頭
年間肉豚出荷頭数 ４４，４０８頭

収
益
性

所得率（構成員） ２４．１％
種雌豚１頭当たり生産費用 ６１５，４１６円

生
産
性

繁
殖

種雌豚１頭当たり年間平均分娩回数 ２．３２回
種雌豚１頭当たり分娩子豚頭数 ３２．１頭
種雌豚１頭当たり子豚離乳頭数 ２４．６頭

肥
育

種雌豚１頭当たり年間肉豚出荷頭数 ２３．０頭

肥育豚事故率 ６．５％（離乳時
からの事故率）

肥育開始時
日齢 ２３日
体重 ６．８kg

肉豚出荷時
日齢 １９２日
体重 １１５kg

平均肥育日数 １６９日
出荷肉豚１頭１日当たり増体重 ０．６４０kg
トータル飼料要求率 ３．２８
肥育豚飼料要求率 ２．６９
枝肉重量 ７４．３kg
販売
価格

肉豚１頭当たり平均価格 ３８，３９２円
枝肉１kg当たり平均価格 ５５８円

枝肉規格「上」以上適合率 ６３．５％

（表３）経営実績（平成２９年）
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状況を分析・把握しています。

耕畜連携の活動

渋川市に隣接する利根郡昭和村は、日本有

数の高原野菜の産地であることから、野菜農

家約２０戸、１５０ha に年間３０００t の堆肥を供給

し、耕畜連携の役割を果たしています。堆肥

舎で発酵処理した堆肥は、野菜農家が直接取

りに来た場合は無償、圃場まで搬送する場合

は運搬費（１０００円／２t車）程度で販売。そ

のほか、稲作農家とは堆肥とモミガラとの交

換により豚舎敷料を確保するなど、地域農家

との連携を深めています。

今後も、３農場に隣接する耕種農家との連

携を強め、堆肥を安定的に地域供給していく

ために、平成３０年度末には散布車を購入する

予定です。

地域に対する貢献

【地域農家との連携による畜産環境対策】

環境対策には十分な配慮を行い、ふんおよ

びふん尿混合物は乾燥処理後、堆肥舎で発酵

処理し堆肥化しています。尿汚水は、貯留槽

で調整した後、乾燥処理施設に散布すること

で処理しています。

特に、野菜農家が求める良質な堆肥を生産

するため、堆肥は２～３年かけて発酵させ、

熟成度の高い安定した成分の粒子の細かい良

質完熟堆肥を生産しています。堆肥施設は、

長期間の発酵処理に対応できるよう、ゆとり

ある大きさを確保しています。

また、余剰堆肥は戻し堆肥として自家利用

しています。オガクズを混ぜて肥育豚舎の敷

料として利用し、敷料購入量の軽減を図って

います。

【地域雇用への貢献】

３０人の社員がおり、年齢層は２５歳～７０歳ま

でと幅広く、最年長のスタッフは勤続４０年を

超え、働きやすい職場となっています。社員

は農場のある渋川市、中之条町だけでなく、

周辺の高崎市、前橋市からも通勤しており、

地域の雇用に大きく貢献しています。また、

県外の千葉県や大阪府から、大学を卒業した

若手社員が就職しています。

（写真４）赤城農場の堆肥舎と完熟堆肥（写真３）オガクズを敷料に健康に育つ肉豚
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生活の視点の配慮について

【男女共同参画社会への取り組み】

女性社員は５人雇用しており、女性専用の

シャワー室の増設など、女性が働きやすい職

場作りを行っています。今後も女性社員を積

極的に採用していくことを目指しています。

また、職員が仕事への向上心や、やる気に

つなげられるよう、さまざまな研修会へ参加

できる体制を整えています。雇用保険、労災

保険、健康保険、厚生年金の社会保険も完備

しています。

将来への方向性

【次世代への継承（経営の継続性）】

社長の方針で、働きがいのある職場環境づ

くりや従業員間のコミュニケーション・雰囲

気を大切にしています。その結果、２０代・３０

代の若い職員が約半数を占め、離職率も低い

です。

将来的には、経営管理は次世代へ移譲し、

さらなる経営強化と魅力ある養豚業を目指し

ています。

【今後の経営計画】

「養豚経営は生きた豚が相手ですから、豚

自らの力で育っていくように管理することが

基本。特に気を使っているのは『水』と『え

さ』と『空気』、新鮮な水がいつでも飲めて、

新しく適正なえさが常時食べられ、きれいな

空気が吸える環境、そうした環境づくりが大

事だと思っている」。これが社長の基本理念

であり、これを継続・発展させることが今後

の経営を続ける上で、もっとも重要であると

考えています。

飼養規模は現状維持の状態で、優良種豚の

確保や飼養環境の改善、事故率の低減、畜産

環境対策を充実することにより「むりをしな

い、むだをしない、むらをつくらない」経営

を目指しています。

（筆者：協同組合日本飼料工業会 企画振興部長）

（写真６）意欲ある若い従業員（写真５）地元スーパーには５mもの長さの「榛名ポー
ク」売り場があります
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項 目 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年

全 国 ３２７ ３２４ ３２３ ３１８ ３１３ ３０３ ２９５ ２８８

北海道 ９３ ９０ ９０ ９０ ９０ ８８ ８６ ８６

都府県 ２３４ ２３４ ２３３ ２２８ ２２３ ２１５ ２０９ ２０２

項 目
乳用牛
飼養戸数
（A）

利用組合
活動範囲
内の戸数
（B）

利用組合
参加戸数
（C）

利用組合
カバー率
B／A

利用組合
参 加 率
C／B

平成３年（参考）

組合
カバー率

利用組合
参加率

全 国 １５，６７０
１３，９５３ １１，１７１ ８９．０％ ８０．１％ ６７．７％ ４５．１％

４８．４ ３８．８ ←利用組合当たり（戸）

北海道 ６，１４０
５，６０６ ５，１１７ ９１．３％ ９１．３％ ５４．２％ ６３．０％

６５．２ ５９．５ ←利用組合当たり（戸）

都府県 ９，５３０
８，３４７ ６，０５４ ８７．６％ ７２．５％ ７２．１％ ４０．８％

４１．３ ３０．０ ←利用組合当たり（戸）

（表１）利用組合数の推移（各年の８月１日現在） （組合数）

注）都道府県知事の承認を受けた利用組合（独自の活動を行っている組織は含まない）

（表２）酪農ヘルパー利用組合参加戸数および参加率（平成３０年８月１日現在）

注）１ 乳用牛飼養戸数（A）は平成３０年２月１日現在（畜産統計）
２ 利用組合の活動範囲内戸数（B）、利用組合参加戸数（C）は平成３０年８月１日時点（酪農ヘルパー全国協会調べ）
３ 下段は１利用組合当たりの戸数

酪農ヘルパーの利用実態（速報）

（一社）酪農ヘルパー協会は、酪農ヘルパーの利用実態の速報値を公表しました。

酪農ヘルパー
利用組合の状況

１）利用組合の組織化の状況

平成３０年８月１日現在、利用組合は２８８組

合（北海道８６組合・都府県２０２組合）（表１）。

２）利用組合への参加状況（表２）

①利用組合の活動範囲内の酪農家は１万３９５３

戸（１利用組合当たり４８．４戸。カバー率は

８９．０％（前年比＋０．１％）。８月１日現在、

活動範囲内酪農家は前年より北海道△１９１

戸、都府県△３８９戸。

②利用組合参加戸数は１万１１７１戸（１利用組

合当たり３８．８戸）。参加率８０．１％（前年比

＋０．４％）。８月１日現在、利用組合参加戸

数は前年より北海道△１４３戸、都府県△２７２

戸。
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酪農ヘルパーの利用状況

１）平成２９年度の酪農ヘルパー利用農家戸数

は、全国で９７７５戸（前年△５３９戸）

（北海道は△１４０戸、都府県は△３９９戸）

（表３）。

２）平成２９年度の酪農ヘルパー総利用日数

は、全国で２２万２６９２日（前年△８７９１日）

（北海道は△３３５６日、都府県は△５４３５日）

（表４）。

３）平成２９年度の利用農家１戸当りの年間利

用日数は全国平均で２２．７８日（前年＋０．３４

日）

（北海道は△０．０４日、都府県は＋０．６３日）

（表５）。

項 目
利 用 戸 数

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度
全 国 １３，０３６ １２，５３４ １２，０９２ １１，６１８ １１，１１７ １０，８０２ １０，３１４ ９，７７５
前年比 ９７．６％ ９６．１％ ９６．５％ ９６．１％ ９５．７％ ９７．２％ ９５．５％ ９４．８％
北海道 ５，４８３ ５，３４４ ５，１４２ ５，０１１ ４，８１６ ４，７７７ ４，５１７ ４，３７７
前年比 ９７．７％ ９７．５％ ９６．２％ ９７．５％ ９６．１％ ９９．２％ ９４．６％ ９６．９％
都府県 ７，５５３ ７，１９０ ６，９５０ ６，６０７ ６，３０１ ６，０２５ ５，７９７ ５，３９８
前年比 ９７．６％ ９５．２％ ９６．７％ ９５．１％ ９５．４％ ９５．６％ ９６．２％ ９３．１％

項 目
利 用 戸 数

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度
全 国 ２４１，６６４ ２４７，０４１ ２４３，９５５ ２４１，９７０ ２４１，７３０ ２３５，９３１ ２３１，４８３ ２２２，６９２
前年比 ９９．３％ １０２．２％ ９８．８％ ９９．２％ ９９．９％ ９７．６％ ９８．１％ ９６．２％
北海道 ９９，７５０ １０４，１７３ １０５，１０３ １０４，５１０ １０５，８２０ １０５，９００ １０２，９３２ ９９，５７６
前年比 １０２．０％ １０４．４％ １００．９％ ９９．４％ １０１．３％ １００．１％ ９７．２％ ９６．７％
都府県 １４１，９１４ １４２，８６８ １３８，８５２ １３７，４６０ １３５，９１０ １３０，０３１ １２８，５５１ １２３，１１６
前年比 ９７．５％ １００．７％ ９７．２％ ９９．０％ ９８．９％ ９５．７％ ９８．９％ ９５．８％

項 目 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度
全 国 １８．５４ １９．７１ ２０．１７ ２０．８３ ２１．７４ ２１．８４ ２２．４４ ２２．７８
北海道 １８．１９ １９．４９ ２０．４４ ２０．８６ ２１．９７ ２２．１７ ２２．７９ ２２．７５
都府県 １８．７９ １９．８７ １９．９８ ２０．８１ ２１．５７ ２１．５８ ２２．１８ ２２．８１

項 目 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度
全 国 ９．１０ ９．８０ １０．００ １０．８０ １１．３０ １１．８０ １２．２０ １２．６０
北海道 ５．３０ ５．７０ ６．１０ ６．４０ ７．３０ ８．１０ ８．６０ ９．２０
都府県 １１．２０ １２．２０ １３．３０ １３．３０ １３．７０ １４．００ １４．５０ １４．５０

（表３）酪農ヘルパー利用戸数の年度別推移

（表４）酪農ヘルパー総利用日数の年度別推移

（表５）酪農ヘルパー年間利用日数（１戸当たり）

注）１ 搾乳作業を伴わない利用は除く
２ １０年度までの定期利用日数（下表）とは連動しない。

（参考）利用農家１戸当たり平均定期利用日数の推移

注）定期利用（事前予約利用）のみで搾乳作業を伴わない場合も含まれる。
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４）酪農ヘルパーを年間１２日以上利用した農

家は利用した農家全体の６６．８％（前年比

＋１．７％）

（北海道は６１．４％で＋０．７％、都府県は

７１．２％で＋２．５％）（表６）。

傷病時のヘルパー利用状況

１）平成２９年度末現在、互助組織数は８１、互

助制度に参加している利用組合数は２１３

組合（表７）。

２）平成２９年度の病気・事故等による傷病時

利用の対象となった補助対象者延べ人数

は２００２人となり、前年を１３５人下回った

（表７）。

酪農ヘルパー要員の状況

１）平成３０年８月１日現在の酪農ヘルパーは

全国で１８８８人（前年△２２人）。うち専任

ヘルパーは１０６２人（同△１０人）、臨時ヘ

ルパーは８２６人（同△１２人）となった（表

８）。

２）女性の専任ヘルパーは全国で１２４人（前

年＋１人）となった。内訳は、北海道６２

人（同＋２人）、都府県６２人（同△１人）

となった（表８）。

項 目 １～５日 ６～１１日 １２～２３日 ２４～３５日 ３６日以上 （参考）
１２日以上

全 国 １６．３％ １６．９％ ３１．６％ １６．９％ １８．３％ ６６．８％
北海道 ２０．４％ １８．２％ ２８．３％ １３．７％ １９．４％ ６１．４％
都府県 １３．１％ １５．７％ ３４．２％ １９．５％ １７．５％ ７１．２％

項 目 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度
実施都道府県数 ３７ ３７ ３８ ３９ ３９ ３９ ３９
実施利用組合数 ２３２ ２２７ ２２７ ２２８ ２２２ ２２２ ２１３
互助制度組織数 ７４ ７５ ７５ ７７ ７７ ７７ ８１
（発動状況）
対象都道府県数 ３７ ３４ ３８ ３９ ３４ ３４ ３４
対象互助組織数 ６９ ５７ ６４ ６６ ６０ ６４ ６６
補助対象者数 １，８８７ １，９７８ ２，０５９ ２，０４１ ２，２７３ ２，１３７ ２，００２

項 目 利用組合
ヘルパー職員数（下段は１利用組合当たりの職員数） 参考

平成３年
合計 専任 臨時

総数 うち女性 総数 うち女性 専任
全 国

２８８
１，８８８ １，０６２ １２４ ８２６ ９２ ４９４

組合当人数 ６．６ ３．７ ０．４ ２．９ ０．３ ２．１
北海道

８６
８５１ ５０３ ６２ ３４８ ３８ １０９

組合当人数 ９．９ ５．８ ０．７ ４．０ ０．４ ２．３
都府県

２０２
１，０３７ ５５９ ６２ ４７８ ５４ ３８５

組合当人数 ５．１ ２．８ ０．３ ２．４ ０．３ ２．０

（表６）１戸当たりの年間利用日数別構成比（平成２９年度）

（表７）傷病互助制度の実施状況推移

（表８）ヘルパー要員数（平成３０年８月１日時点）
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行政の窓行政の窓

平成３１年度 畜産特別支援資金融通事業について
農林水産省生産局畜産部畜産企画課

経営改善資金
経営継承資金

一 般 特 認 残高借換

償 還 期 限
大家畜 １５年以内 ２５年以内
養豚 ７年以内 15年以内

う ち 据 置 期 間 ３年以内 ５年以内
貸 付 利 率 ０．２０％以内

注：残高借換を行うことができるのは平成３４年度のみ。

経営再開資金 経営継続資金 経営維持資金

貸付限度額 個人：２，０００万円
法人：８，０００万円

（１頭当たり、１００羽当たり）
乳用牛１３万円、肥育牛１３万円、繁殖用雌牛６．５万円、肥育豚１．３万円、繁殖豚
２．６万円、家きん５．２万円、繁殖用めん羊及び山羊１．３万円

償還期限 ７年以内
うち据置機関 ３年以内

貸付利率 ０．７５％以内
注：平成３０年度に発生した豚コレラ対応のみ平成３１年２月２６日より適用。

１ 事業の目的
負債の償還に支障を来している経営や家畜伝染病発生による深刻な影響を受けた経営に対す

る低利資金の円滑な融通を支援する。また、多額の資金を必要とする畜産経営の円滑な資金調
達に資するために、動産担保融資の導入に向けた環境整備を支援する。

２ 事業の内容
（１）畜産特別資金（大家畜・養豚特別支援資金）

負債の償還が困難な畜産経営に対し、長期・低利の借換資金を融通するとともに、経営改
善指導及び債務保証に対する支援を行う。
・貸付条件（利率は平成３１年２月２１日現在）

・融資枠（平成３０年～３４年度）５００億円（大家畜４５０億円、養豚５０億円）
・融資機関 農協、農協連、農林中央金庫、銀行等

（２）家畜疾病経営維持資金
口蹄疫等の家畜伝染病発生により深刻な影響を受けた畜産経営に対し、経営再開等に必要

な低利資金を融通。
・貸付条件（利率は平成３１年２月２１日現在）

・融資枠（平成２９年～３３年度）５０億円
・融資機関 農協、農協連、農林中央金庫、銀行等

（３）畜産動産担保融資導入推進事業
畜産動産担保融資を利用できる環境整備を進めるため、課題等の検討及びモデル実証事業

等の取り組みについて支援を行う。
・事業実施機関：平成２９年～３１年度

３ 事業実施主体 （１）、（２）は（公社）中央畜産会、（３）は民間団体
４ 所要額 ９５７百万円

問い合わせ先 農林水産省生産局畜産部畜産企画
代表 ０３-３５０２-８１１１ 内線 ４８９３
担当者：加茂前、垣内、松永
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（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

算出の区域 肉用牛１頭当たりの
標準的販売価格

肉用牛１頭当たりの
標準的生産費

肉用牛１頭当たりの
交付金単価（概算払）※ 算出の区域 肉用牛１頭当たりの

標準的販売価格
肉用牛１頭当たりの
標準的生産費

肉用牛１頭当たりの
交付金単価（概算払）※

北海道 １，２１４，０７９円 １，２３２，４５４円 １２，５３７．５円 新潟県 １，２３８，３９４円 １，１８５，５４２円 －
青森県 １，２０３，２１５円 １，１９１，０５９円 － 愛知県 １，２５１，４５９円 １，１７８，３１８円 －

岩手県
（日本短角種を除く。）

１，２２４，０８４円 １，１９２，１６６円 －
島根県 １，１７８，５６６円 １，２０４，０５９円 １８，９４３．７円
岡山県 １，２０４，２３１円 １，１８０，８４０円 －

岩手県
（日本短角種）

７７２，０９０円 ６７７，０５０円 －
広島県 １，１６１，１４３円 １，１８８，３４８円 ２０，４８４．５円
山口県 １，２５６，９５９円 １，２０５，７８６円 －

宮城県 １，２４３，７８２円 １，１９９，６０９円 － 香川県 １，３０４，３０７円 １，１８２，３０２円 －
秋田県 １，２４０，６０７円 １，２０４，２０２円 － 福岡県 １，１９０，９７６円 １，２３１，４３９円 ３２，４１６．７円
福島県 １，２２０，６５５円 １，２２５，０６２円 － 佐賀県 １，２３１，４０３円 １，２４０，８５９円 ４，５１０．４円
茨城県 １，２５２，４７０円 １，２３０，１７８円 － 長崎県 １，２１８，７６５円 １，２３１，８５９円 ７，７８４．６円
栃木県 １，２５０，７２９円 １，２２１，８９０円 － 熊本県 １，１８５，７４４円 １，２０６，５６３円 １４，７３７．１円
群馬県 １，２３３，２８７円 １，１６１，６３７円 － 大分県 １，１５１，４４８円 １，２３４，６０４円 ７０，８４０．４円
埼玉県 １，２３８，１９９円 １，２０６，４６７円 － 宮崎県 １，２７２，８６４円 １，２２２，２２３円 －
千葉県 １，２３５，６４３円 １，２１３，３５６円 － 鹿児島県 １，２４０，６７７円 １，２４８，２９６円 ２，８５７．１円
神奈川県 １，２３８，９１９円 １，２０８，８１３円 － 沖縄県 １，２０２，７９１円 １，１９０，８１７円 －
山梨県 ９３７，９３９円 １，１１５，５０７円 １５５，８１１．２円 二以上の

都道府県の区域 １，３３７，７８３円 １，２４８，５１３円 －
長野県 １，２４１，５１１円 １，２２４，１７６円 －
静岡県 １，２７５，１０７円 １，２０６，４２７円 －

（表１）肉専用種の交付金単価（概算払）

※肉用牛１頭当たりの交付金単価（概算払）は、肉用牛１頭当たりの標準的生産費と肉用牛１頭当たりの標準的販売
価格との差額に１００分の９０を乗じた額から４，０００円を控除した額

肉用牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金について

［平成31年1月分］
平成３１年１月に販売された交付対象牛に適用する畜産経営の安定に関する法律（昭和３６年法律

第１８３号）第３条第１項に規定する交付金について、肉用牛肥育経営安定交付金交付要綱（平成
３０年１２月２６日付け３０農畜機第５２５１号）第４の６の（５）のオの規定及び同（５）のカの規定によ
り準用する同（１）から（４）までの規定に基づき標準的販売価格及び標準的生産費並びに交付
金単価を表１および表２のとおり公表しました。
なお、当該交付対象牛に係る交付金の交付については、概算払いを行います。標準的生産費お

よび交付金単価の確定値については、平成３１年５月上旬に公表する予定です。

肉用牛１頭当たりの標準的販売価格 肉用牛１頭当たりの標準的生産費 肉用牛１頭当たりの交付金単価（概算払）
交雑種 ７６６，７５６円 ７２７，６１１円 －
乳用種 ４５２，６６３円 ５１３，２８８円 ５０，６５２．５円

（表２）交雑種・乳用種の交付金単価（概算払）
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